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1. はじめに 

我々は，非冷却マイクロボロメータアレイセン

サを受光器とした中赤外 (LWIR: Long Wave 

Infrared)パッシブ分光イメージング装置 1)を開発

した．照明を必要とせず物体が発する放射光の分

光計測が可能であり，インフラ管理や医用画像診

断への展開が期待されている． 

本報告では，計測された分光相対強度からそれ

ぞれの分光特性を算出するための新たなバックグ

ラウンド補正方法について述べる． 

2. プランク基底のバックグラウンド補正 

インフラ管理や医用画像診断における分光計測

において，Figure1中左に示す様に 2つの系を想定

した．前者では，配管等から放射された背景光を

光源として，漏洩ガスの分光吸光度を計測する．

一方後者では，皮膚の放射光から血中グルコース

等に起因した分光相対発光強度を計測する．つま

り，前者は背景光からの吸収量を算出する吸収分

光法，後者は物体光の発光量を求める熱放射分光

法としての計測である． 

このとき，定量計測に必要な分光吸光度や分光

相対発光強度を得るためには，計測した分光相対

強度にバックグラウンド補正を行う必要がある．

しかし，ガスの漏洩等が既に生じている現場にお

いて，計測対象による吸収や発光が含まれないバ

ックグラウンドの取得は困難である． 

そこで，熱を持つ物体はプランクの法則に基づ

いて，その温度に応じた放射光を放出しているこ

とに着目した．プランクの法則を基底関数として

代入する温度を決定し，装置の分光感度特性を加

味することでバックグランド補正が可能となる．

また，図中央に示す様に吸収分光法では分光特性

の波形の上側，熱放射分光法では下側に沿う包絡

線としてフィッティング計算し，補正に必要な分

光相対強度を決定する．そして図中右側に示すよ

うに，吸収分光法では対数比から分光吸光度，熱

放射分光法では計測対象と物体光の比から相対発

光強度を求めることで，成分の推定が可能となる． 

3. おわりに 

中赤外パッシブ分光イメージングのインフラ管

理・医用画像診断への適用を目指して新たなバッ

クグラウンド補正法の提案を行った．今後は漏洩

ガスおよび皮膚内部成分の定量計測の検証を行う． 
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Figure1 Conceptual diagram of background correction of Planck’s law basis-function
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